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▽まちの取組　　令和４年度ふるさと納税寄附実績報告

　　　　　　　　�青森県沖日本海（南側）洋上風力発電事業

▽令和４年度決算報告

＜今月の表紙＞

　第９回イカのカーテンまつり
　詳細は裏表紙をご覧ください
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～令和４年度ふるさと納税寄附実績報告～
全国の鰺ヶ沢ファンから

約２万件、３億1,000万円の支援！
■ふるさと納税とは
　「ふるさと納税」とは、応援したい自治体に寄附ができる制度で、寄附金のうち2,000円を超える分については、一
定の限度まで所得税、住民税の控除が受けられます。
　また、寄附した方は寄附金の使い道を指定できるだけでなく、寄附した自治体から返礼品を受け取ることができます。
町では、返礼品として豊かな自然の恵みを受けた地域産品などを提供しています。
■令和４年度寄附実績と使い道
　令和４年度におけるふるさと納税の寄附実績は、２万343件、３億1,019万1,900円となりました。
　このうち、昨年８月９日に発生した豪雨災害に対する支援として、ふるさと納税を通じて588件、547万4,000円の
寄附金が全国から寄せられました。（令和５年３月まで）
　寄附金は、「あじがさわ未来応援基金」として積み立て、寄附者が選んだ「産業の振興」「教育文化の発展」「健康福
祉の増進」「自治体にお任せ」の４つの使い道に応じて、関連した事業に充当して活用しています。
　今回ご紹介した事業のほかにも農林・水産・商工振興事業や小中学校管理事業、乳幼児・子ども医療費助成事業など
に活用しています。詳しくは、町ホームページのふるさと納税のページをご覧ください。
　なお、豪雨災害支援寄附金は災害見舞金や被災者生活再建支援金など、被災された方への支援事業として活用しまし
た。
■プロモーション強化の取組
　町では、当町応援者の増加を目指して、ふるさと納税ポータルサイトの追加と各サイトのページ内容の充実、返礼品
提供事業者と返礼品の増加による在庫の充実を図ってきました。これからも、ふるさと納税を通じて地域の魅力や誇れ
る町の特産品をPRし、地域の活性化につなげていきます。
　生産者・事業者の皆さん、ふるさと納税の返礼品提供にご興味はありませんか？詳しくは次のページをご覧ください。

※令和５年４月から寄附金の使い道選択項目に「鰺ヶ沢高校応援プロジェクト」を追加しました。

詳細は
こちらから

健康福祉の増進「親子プロジェクト事業」

産業の振興「観光パンフレット作成事業」

自治体にお任せ「地域公共交通対策事業」

教育文化の発展「指導者用デジタル教科書購入事業」
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問政策推進課　観光商工班（○内345）

全国の鰺ヶ沢ファンから届いたお声の一部をご紹介します！

生産者・事業者のみなさん、全国へ一緒にPRしませんか？
～返礼品提供事業者を募集しています～

返礼品を提供する３つのメリット
①新たなファンの獲得！
全国の寄附者に自身の商品をPR
することで、新たな顧客（ファ
ン）の獲得を目指すことができ
ます。

②全国へPRできる！
町が提携するふるさと納税ポータ
ルサイトに商品の画像や商品名、
事業者名が掲載されるため、広告
効果が期待できます。

③返礼品以外もPRできる！
寄附者へ返礼品を発送する際に、
自社パンフレットなどを同封し、
返礼品以外の商品もPRできま
す。

「話だけでも聞いてみたい」「返礼品の提供に興味がある」という方は、お気軽に下記までご相談ください。

［返礼品：生干しイカ を選んだ方から］
生まれが鰺ヶ沢なので、ふるさと納税は鰺ヶ沢に！と思って
いたら、返礼品でイカがあるじゃないですか。見つけた時は
飛び跳ねましたね。
鰺ヶ沢のイカ、やっぱり最高です！肉厚でプリプリです！来
年も寄附します！
鰺ヶ沢、応援しています！

［返礼品：リンゴ を選んだ方から］
サンふじ、王林、どちらもすごく甘くてとてもおいしく頂い
ております。
サンふじは、蜜入りもあって感動です！
子どもたちが毎日のように欲しがって、すぐになくなりそう
です。

［返礼品：白神山地の水 を選んだ方から］
新青森駅のコンビニで何気なく買ったのがきっかけでした。
あまりにも美味しい水だったので感激しました。
完全に無味無臭の水で、口溶けがその辺の水とは比にならな
いぐらい滑らかで飲みやすいです。
この水でコーヒーを淹れるとかなり美味しくできるので重宝
しています。

［返礼品：お米 を選んだ方から］
美味しいです。
昨年も頼みました。
お米袋も可愛いし、ちょうどいいサイズ感です。
値段が変わらなければ来年も頼みたいです。
青森のお品はみんな美味しくて毎年必ず何か頼んでしまいま
す。
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青森県沖日本海（南側） ［鰺ヶ沢町・つがる市沖］
洋上風力発電事業について

　令和２年７月に青森県沖日本海（南側）の海域が、再エネ海域利用法に基づく地元合意などの環境整備が進捗し
ている区域として「有望な区域」に選定されて以降、国・県・１市２町・漁業関係者等により構成された法定協議
会や地元協議会では、洋上風力発電事業に関する様々なことを協議・調整してきました。
　令和５年７月28日、第４回目となる青森県沖日本海（南側）における協議会（法定協議会）が開催され、同海
域における全体理念、漁業・地域振興策などが集約された「協議会意見とりまとめ案」を協議した結果、合意が得
られたことから早ければ今秋にも促進区域へ指定される見通しとなります。今号では同事業におけるこれまでの経
緯、洋上風力発電が運転されるまでの流れなどをお知らせします。

再エネ海域利用法とは？
　「海洋再生可能エネルギー発電設備の整備に係る海域の利用の促進に関する法律」として、再生可能エネルギー
の最大限の導入と国民負担抑制を両立する観点から平成30年に成立しました。

促進区域とは？
　自然的条件が適当であり、漁業等の先行利用に支障を及ぼさないなどの要件に適合した一般海域の区域のこと
で、洋上風力発電事業の実施のために指定されます。事業者は、その区域内で最大30年間の占用許可を得て洋上
風力発電事業を実施します。また、この期間内に環境アセスメント、漁業影響調査などの各種調査や風車建設工
事、運転、撤去を行う必要があります。

再エネ海域利用法に基づく洋上風力発電が運転されるまでの流れ

(1)

(3)

(2)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

(14)

(15)
海岸保全区域

鰺ヶ沢漁港（赤石地区）漁港の区域

鰺ヶ沢漁港（鰺ヶ沢地区）漁港の区域

津軽港 港湾区域

木造漁港 漁港区域

海岸保全区域

【出展】経済産業省資源エネルギー庁ホームページ（一部加工）

促進区域（案）の範囲
再エネ海域利用法に基づき青森県から国へ海域情報の提供 

一定の準備段階に進んでいる区域 

有望な区域に選定されたことを受け、国・県、関係自治体、

各漁業協同組合で構成される法定協議会（計 4 回）、地元協

議会（計 14回）において関係者協議・調整等を実施 

有望な区域（令和２年７月に選定） 

協議会意見とりまとめ（案）が合意（令和５年７月２８日） 

青森県沖日本海（南側）は 

現在この段階です 

今後のスケジュール 

 促進区域指定 早ければ 9 月末（予定） 

（経済産業大臣・国土交通大臣による指定） 

国による事業者公募・事業者の選定 

１年程度～ 

約６～７年 

環境アセスメント・風車の建設工事等を経て 

運転開始 

第４回法定協議会で合意 

⑴～⒂及び陸岸で囲まれる海域の内、
漁港区域、港湾区域、海岸保全区域
以外の海域　面積10,375.6ha
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協議会意見とりまとめとは？
　協議会意見には、洋上風力発電事業の実施に伴い、公募から発電事業終了までの全過程において発電事業者が責
任を持って取り組んでいくための留意事項を明記しています。
　発電事業者は協議会意見とりまとめに記載されていることを遵守しなければなりません。

漁業・地域振興策
　選定された発電事業者は、この地域と運命共同体であるとの覚悟を持ち、地域の課題や現状を理解したうえで、
漁業・地域との共存共栄の理念のもと、以下に掲げる漁業・地域振興等を通じて協調・共生策に取組んでいくこ
とが求められています。

－漁業振興策－
①�漁業者の確保・育成に向けた取組、燃料確保等の継続的な漁業生産及び漁業収入の安定化への支援、漁業施設
等の改修など、若い世代が将来にわたって続けることができる持続可能な漁業及びスマート水産業の実現に資
する取組
②種苗放流や大胆な養殖事業計画等、つくり育てる漁業の支援、発電施設を利用した新たな漁場の造成
③�青森の魚介類の販売促進活動等による県産水産物のブランド化及び販路拡大、観光と連携した漁業の推進や発
電事業への関与（維持管理業務等）などによる経営の多角化を見据えた漁業支援
④�海洋漂着物の回収・処理活動への協力を含む漁場環境の保全やブルーカーボンを含む藻場の造成等、水産資源
の維持管理・増大に資する取組

－地域振興策－
①地元を活用したサプライチェーンの構築、新産業の育成及び農業等の基幹産業の振興に向けた地元との協働
②�本事業で発電される電気を県内企業や地域内の施設（漁業施設含む）・地域住民が活用するための検討や再エネ
電気の活用を希望する企業の誘致活動等、地産地消に資する取組
③洋上風力発電施設を活用した観光ツアー、教育旅行の誘致、既存の観光資源の活性化等に資する取組
④洋上風力発電事業を契機とした地元の小中学校の児童生徒に対するエネルギー環境教育の活性化
⑤地元港湾「津軽港」の積極的な活用を通じた、洋上風力発電事業の円滑化及び地域経済の活性化
⑥�災害に強い地域づくり、地元自治体等による災害時における防災計画に定める指定避難所等への電力供給確保
に係る検討・計画策定への協力

※協議会意見とりまとめ（案）を含む詳細については、下記ホームページをご覧ください。
○経済産業省資源エネルギー庁
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saiene/yojo_furyoku/k_aomori_minami.html#vol04
（青森県沖日本海（南側）における協議会）

洋上風力発電事業の実施に伴う「協議会意見とりまとめ」と「漁業・地域振興策」

青森県沖日本海（南側）洋上風力発電事業
における津軽港の利活用について　
　津軽港は、促進区域内に位置していることか
ら、洋上風力発電事業の維持管理（メンテナン
ス）を行う上で、最も適している港湾と考えて
います。
　また、維持管理のみならず、開発・建設・撤
去等の各段階においても活用が期待されていま
す。
　町では、同事業における津軽港の利活用に向
けて、情報収集等を行っています。
� 問政策推進課　政策調整班（○内334、336）
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歳入合計　８４億４,４１２万円　　　※〈　〉は主な収入源　
町　　　　税� ８億３,７４０万円
〈住民税など皆さんに納めていただいたお金〉

地方譲与税� ７,４０６万円
〈国税の一部を譲り受けたお金〉

地方消費税交付金� ２億２,３３３万円
〈消費税のうち地方に交付されたお金〉

地方交付税� ３８億５,８６３万円
〈国から交付されたお金〉

国庫支出金� １１億７,３１７万円
〈特定の事業を行うために国から受けた補助金など〉

県��支��出��金� ７億１,４６７万円
〈特定の事業を行うために県から受けた補助金など〉

町　　　　債� ３億７,７６０万円
〈特定の事業を行うために国などから借り入れたお金〉

そ　 の 　他� １１億８,５２６万円
〈使用料や手数料などのお金〉

歳出合計　８１億３,０１２万円　　※〈　〉は主なお金の使い道　
議　 会　 費� ６,３６０万円
〈議員の報酬や、議会の運営に要したお金〉

総　 務　 費� ２１億４,４４５万円
〈町の総括的な事務事業などに要したお金〉

民　 生　 費� ２１億２,００８万円
〈子どもや高齢者、障がい者福祉に要したお金〉

衛　 生　 費� ５億　�４７４万円
〈各種健診やゴミ処理などに要したお金〉

労　 働　 費� １１５万円
〈勤労者体育館などの維持に要したお金〉

農林水産業費� ４億１,１１５万円
〈農業、林業、水産業振興に要したお金〉

商　 工　 費� ８,１２１万円
〈商工業や観光振興に要したお金〉

土　 木　 費� ７億３,４８３万円 〈道路や町営住宅などの整備、維持管理に要したお金〉

消　 防　 費� ４億４,９５１万円 〈消防や防災事業に要したお金〉

教　 育　 費� ５億　�２４３万円 〈小中学校運営や社会教育活動などに要したお金〉

公　 債　 費� ８億４,４９９万円 〈借入金（借金）の返済に充てたお金〉

災害復旧費 � ２億７,１９８万円 〈災害で被害を受けた施設を復旧するために要したお金〉
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◆一般会計決算
《一般会計とは？》

　福祉や教育、道路整備な

ど、町政運営の基本となる

会計のことです。

（歳出内訳グラフ）

（歳入内訳グラフ）

※決算額をわかりやすくするために「万円」単位で表しています。

国庫支出金
13.9％

地方消費税交付金 2.6％

地方交付税
45.7％

県支出金
8.5％

その他
14.0％

地方譲与税 0.9％

町債 4.5％ 町税
9.9％

議会費 0.8％

衛生費 6.2％
労働費 0.0％

商工費 
1.0％

土木費
9.0％

消防費
5.5％

教育費 6.2％

災害復旧費 3.3％

総務費
26.4％

民生費
26.1％

公債費
10.4％

農林
水産業費
5.1％

《一般会計》

◆歳入総額
　84億4,412万円
◆歳出総額　
　81億3,012万円
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■
昨
年
度
の「
歳
出
」の
こ
と

　

令
和
４
年
度
の
歳
出
合
計
は
、
81

億
３
０
１
２
万
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
１
億
５
１
４
２
万
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
。
内
訳
は
、
災
害
復
旧
費
が

２
億
７
１
９
８
万
円
の
増
、
民
生
費

が
１
億
７
１
６
７
万
円
の
増
が
主
な

も
の
で
す
。

　

災
害
復
旧
費
の
増
は
、
大
雨
災
害

に
よ
る
農
林
水
産
業
施
設
、
公
共
土

木
施
設
、
そ
の
他
公
共
施
設
の
復
旧

事
業
に
係
る
経
費
に
２
億
７
１
９
８

万
円
を
要
し
た
こ
と
が
、
ま
た
、
民

生
費
の
増
は
、
大
雨
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
住
居
の
復
旧
な
ど
に
係
る
災

害
救
助
費
に
２
億
６
４
７
万
円
を
要

し
た
こ
と
が
増
の
要
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
費
は
２
億
５
８
８
１
万

令和４年度 一般会計の主な取組
▼総務費	
　つがる西北五広域連合負担金	 ４億	 	884万円
　コミュニティバス運行業務委託料	１億3,539万円
▼民生費	
　子ども医療費助成事業	 1,765万円
　障害福祉サービス事業	 ４億2,148万円
▼衛生費	
　新型コロナウイルスワクチン接種事業	 7,743万円
　廃棄物処理費	 ２億1,782万円
▼農林水産業費	
　中山間地域等直接支払交付金	 6,045万円
　経営所得安定対策直接支払推進事業	 545万円
▼商工費	
　中小企業対策事業	 217万円
　観光振興基盤強化事業	 1,502万円
▼土木費	
　除排雪業務委託事業	 １億4,997万円
　赤石渓流線外道路改良事業	 １億1,946万円
▼消防費	
　消防団可搬ポンプ更新事業	 362万円
　消防屯所改修事業	 613万円
▼教育費	
　小中学校運営費（管理費、振興費）	 4,479万円
　就学支援対策事業	 1,190万円
▼新型コロナウイルス感染症対策費	
　あじがさわプレミアム商品券発行事業	 9,355万円
　農業者燃料・肥料等高騰対策事業補助金	 2,170万円
▼災害支援費	
　被災者生活再建支援金	 6,630万円
　住宅応急修理業務委託料	 6,315万円
　災害見舞金	 3,970万円
　商工事業者被災支援補助金	 1,369万円
▼災害復旧費	
　災害復旧事業測量設計業務（道路、	２億4,098万円
　橋梁、河川、農地、農業用施設、
　林業施設）
※各項目の金額は、表示単位未満を四捨五入したものです。

鰺ヶ沢さん家の家計簿
　町の決算をより身近に感じていただけるように、町の決算状況を「鰺ヶ沢さん家の家計簿」に例えてお知らせし
ます。町の財政と一般家庭の家計では内容が違うため、単純に比較はできませんが、難しそうと思わずにご覧くだ
さい。１年間の収入（一般会計）は約84億円ですが、年収360万円（１か月30万円）の家計に例えると、次のよう
になります。なお、令和４年度の鰺ヶ沢さん家の家計は13万円の黒字でした。

基本給（町税）　� 36万円
手当（使用料、諸収入など）� 13万円
ボーナス（寄附金、ふるさと納税など）　�� 15万円
親からの仕送り（地方交付税など）� 259万円
貯金の取崩し（繰入金）� 21万円
銀行からの借入（町債）� 16万円

　収入合計� 360万円

食費（人件費）� 48万円
光熱水費、生活用品など（物件費）� 44万円
医療費・介護費など（扶助費）� 49万円
家の修理など（維持補修費、普通建設事業費）　�� 38万円
子どもへの仕送り（繰出金）� 39万円
貯金（積立金）� 24万円
ローンの返済（公債費）� 36万円
知人への援助、貸付� 0万円
その他の生活費（補助費等）� 69万円

　支出合計� 347万円

給
料

円
で
、
前
年
度
よ
り
１
億
２
４
０
６

万
円
の
減
、
除
排
雪
経
費
は
１
億
８

８
１
６
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
５
９

４
３
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
目
的
別
の
主
な
取
組
に
つ

い
て
は
左
の
と
お
り
で
す
。

■
実
質
黒
字
額
は

�

２
億
２
５
７
８
万
円

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
引
い
た
額
３

億
１
４
０
０
万
円
か
ら
、
繰
越
事
業

に
充
当
す
る
た
め
繰
越
す
財
源
８
８

２
２
万
円
を
引
い
た
実
質
黒
字
額
は
、

２
億
２
５
７
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
実
質
黒
字
の
う
ち
約
半
分
の

１
億
１
３
０
０
万
円
を
財
政
調
整
基

金
に
積
立
て
、
残
り
を
令
和
５
年
度

に
繰
越
金
と
し
て
予
算
化
し
ま
し
た
。

■
財
政
調
整
基
金

�

残
高
の
状
況

　

財
政
調
整
基
金
と
は
、
災
害
や
大
雪
な

ど
の
緊
急
時
対
応
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と

き
の
財
源
と
し
て
持
っ
て
い
る
貯
金
で
、

財
政
健
全
の
目
安
と
し
て
、
鰺
ヶ
沢
町
の

令
和
４
年
度
の
財
政
規
模
で
あ
れ
ば
、
最

低
限
２
億
２
千
万
円
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

令
和
３
年
度
末
の
基
金
残
高
は
４
億
３

８
１
４
万
円
で
し
た
が
、
令
和
４
年
度
末

は
４
４
１
４
万
円
減
の
３
億
９
４
０
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
残
高
は
財
政
健

全
の
目
安
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
も
の
の
、

決
し
て
多
い
額
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
む
や

み
に
使
う
と
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
は
明

白
で
あ
る
た
め
、
ど
う
い
っ
た
事
務
事
業

を
展
開
し
て
い
く
か
は
慎
重
を
期
し
、
将

来
に
負
担
を
掛
け
な
い
健
全
な
財
政
が
維

持
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
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【歳　　出】 金　　額 割　　合

議 会 費 13万円 0.1％
総 務 費 4,399万円 5.6％
民 生 費 806万円 1.0％
消 防 費 ７億2,777万円 93.3％

歳出合計 ７億7,995万円

◆特別会計決算 《�特別会計とは？》使用料など特定の収入で、特定の事業を行うために、一般会計と
区分した特定事業の会計のことです。

◆企業会計決算 《�企業会計とは？》民間企業と同じように事業収益で賄われ、公営企業法に基づき、
企業経営という観点から、独立して経理をする会計のことです。

【歳　　入】 金　　額 割　　合

分担金及び負担金 ７億6,428万円 95.3％
国 庫 支 出 金 0万円 0.0％
繰 入 金 2,500万円 3.1％
繰 越 金 593万円 0.7％
そ の 他 725万円 0.9％

歳入合計 ８億� �246万円

特別会計名 歳　入 歳　出 差引額 一般会計からの
繰入金

国 民 健 康 保 険 事 業 14億9,440万円 14億� �936万円 8,504万円 １億6,384万円

農 業 集 落 排 水 事 業 １億5,829万円 １億5,545万円 284万円 9,596万円

小 規 模 水 道 事 業 739万円 627万円 112万円 414万円

公 共 下 水 道 事 業 ３億6,879万円 ３億5,772万円 1,107万円 １億9,513万円

墓 地 公 園 事 業 82万円 75万円 7万円 0万円

介 護 保 険 事 業 15億8,050万円 14億9,664万円 8,386万円 ２億5,625万円

後 期 高 齢 者 医 療 １億5,757万円 １億5,134万円 623万円 6,131万円

水 産 業 振 興 事 業 4,165万円 3,300万円 865万円 1,242万円

北 浮 田 財 産 区 28万円 22万円 6万円 0万円

長 平 財 産 区 21万円 6万円 15万円 0万円

浜 横 沢 財 産 区 10万円 7万円 3万円 0万円

中 村 財 産 区 18万円 8万円 10万円 0万円

舞 戸 財 産 区 195万円 168万円 27万円 0万円

　　　　　　　　　　水道事業における収益的収支とは、水道事業の管理運営に要する経費のことで、収入は皆
さまから徴収した水道料金などです。支出は、職員の給与や施設の維持管理などに充てられています。
　資本的収支とは、施設の建設・整備に要する経費のことで、収入は、施設建設や整備に要する企業債などの借
入金、支出は企業債借入金の返済に充てられています。
　令和４年度決算では資本的収支が１億1,224万円不足となったため、当年度分損益勘定留保資金8,481万円及び
繰越利益剰余金処分額2,743万円で補填しました。
� （※各項目の金額は、表示単位未満を四捨五入したものです。）

◆水道事業 　

会 計 区 分 収　　　入 支　　　出 差　引　額

収 益 的 収 支 ２億9,482万円 ２億6,239万円 3,243万円

資 本 的 収 支 １億4,937万円 ２億6,161万円 △１億1,224万円

令和４年度　鰺ヶ沢地区消防事務組合会計決算

◎水道事業の会計
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【歳　　入】 金　　額 割　　合

分担金及び負担金 ３億5,557万円 82.9％
国 庫 支 出 金 304万円 0.7％
使用料及び手数料 2,443万円 5.7％
繰 越 金 4,392万円 10.2％
そ の 他 213万円 0.5％

歳入合計 ４億2,909万円

【歳　　出】 金　　額 割　　合

議 会 費 16万円 0.0％
総 務 費 5,266万円 13.3％
民 生 費 64万円 0.2％
衛 生 費 ２億9,508万円 74.8％
公 債 費 4,606万円 11.7％

歳出合計 ３億9,460万円

令和４年度　西海岸衛生処理組合会計決算

◆健全化判断比率について� 　
項　目 説　　明 Ｒ４ 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 一般会計など（普通会計）赤字の程度を指標化 ― 15.00％ 20.00％
連結実質赤字比率 すべての会計を合算し、赤字の程度を指標化 ― 20.00％ 30.00％
実質公債費比率 借入金の返済額などの大きさを指標化 14.1％ 25.0％ 35.0％
将 来 負 担 比 率 一般会計の借入金など将来支払う可能性がある負担額を指標化 144.9％ 350.0％
※普通会計の実質赤字及び、すべての会計を合わせた連結実質赤字はありませんでした。

【健全化判断比率４つの指標の推移】� 　
H25 H26 H27 H28 H29 H30 R １ R２ R３ R４

実質赤字比率 － － － － － － － － － －
連結赤字比率 － － － － － － － － － －
実質公債費比率 19.7％ 18.5％ 16.9％ 15.6％ 14.7％ 14.6％ 14.6％ 14.5％ 14.1％ 14.1％
将来負担比率 237.4％ 225.3％ 196.5％ 205.5％ 188.1％ 187.8％ 184.7％ 190.0％ 155.9％ 144.9％

◆資金不足比率について� 　
公営企業の名称 説　　明 Ｒ４ 経営健全化基準

水 道 事 業 会 計
公営企業の資金不足を、料金収入の規模と比較して
指標化

―
20.0％公共下水道事業特別会計 ―

農業集落排水事業特別会計 ―
※すべての公営企業会計で、資金不足はありませんでした。

令和４年度決算に基づく鰺ヶ沢町財政健全化判断比率などを公表します

令和４年度決算 地方消費税交付金（社会保障財源化分）を充てた社会保障施策に要する経費
　平成26年４月１日より消費税率（国・地方）が５％から８％、
令和元年10月１日から10％へ引き上げられたことに伴う、地方消
費税交付金の増収分については、次のとおり社会保障施策の経費
に充てました。

◆地方消費税交付金のうち、
　社会保障財源化分決算額� １億2,531�万円

　

事　業　名 令和４年度
決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

国県補助金 その他 地方消費税交付金 その他

1 社会福祉（高齢者、障がい者など） 13億   848万円 ８億7,403万円 5,623万円 3,500万円 ３億4,322万円

2 社会保険（国保、後期高齢など） ６億1,499万円 １億3,497万円 0万円 4,400万円 ４億3,602万円

3 保健衛生（予防、母子保健など） ６億5,157万円 7,877万円 5,592万円 4,631万円 ４億7,057万円

合　　計 25億7,504万円 10億8,777万円 １億1,215万円 １億2,531万円 12億4,981万円
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第31回青森県民駅伝競走大会～健脚でつなげ郷土の和と心～
　９月３日、青森市で「第31回青森県民駅伝競走大会」が開催され、県内40市町村のランナーが競い合いました。
４年ぶりに公道をコースにして行われた今大会に、鰺ヶ沢町からは下記の９名の選手が出場しました。補欠選手、
監督、コーチ、スタッフらが一丸となり、町の部14位、総合27位の成績を収めました。選手の皆さんの感想をご
紹介します。

総合タイム　１時間37分28秒　総合　第27位（全40市町村）　町の部　第14位（全22町）
第１区（3.8㎞）　紀本　柊太
� （木造高等学校１年）
２年連続入賞はならなかったけど、
チームプレイの楽しさを改めて知りま
した。来年も代表選手に選ばれるよう
にしっかり力をつけてきます。町民の
皆さん、応援ありがとうございました。

　選手たちは最後まで
懸命に駆け抜け、ゴー
ル後はチーム全員で喜
びを分かち合いました。

第９区（2.5㎞）　大谷　穂高
� （鰺ヶ沢中学校３年）
初めての駅伝は、楽しく良い経験にな
りましたが同時に自分の実力不足も痛
感しました。今回の経験をバネに日々
練習に励んでいきたいと思います。

第８区（1.7㎞）　小林　りょう
� （鰺ヶ沢中学校３年）
初めて駅伝に出てどうなるか不安だっ
たけど、サポートしてくれた人達のお
かげで走ることができました。タイム
も今までよりも速く走ることもできて
嬉しかったです。

第７区（4.4㎞）　川口　泰知
� （八戸工業大学１年）
今回はなんとか自分の走りができたと
思います。来年も出場できるよう頑張
りたいです。

第５区（3.4㎞）　須藤　己道
� （鰺ヶ沢中学校３年）
今回のタイムや区間順位で、自分の弱
さを思い知りました。僕はこれから強
い選手になれるように頑張ります。そ
して、来年は「強くなった須藤己道」
の姿を見せられるようにします。

第４区（5.0㎞）　世永　卓也
� （南臺寺走友会）
今年は最長区間の４区を走らせてもら
いましたが、納得のいく走りができま
せんでした。また来年も同じ区間でリ
ベンジしたいです。

第３区（1.1㎞）　澤田　倖那
� （舞戸小学校６年）
初めての経験であり、とても緊張しま
したが、良い経験をさせていただきあ
りがとうございました。これからもた
くさん走りたいです。

第２区（1.1㎞）　小山　友雅
� （舞戸小学校６年）
一生懸命走ったけど目標タイムには届
かなかったので悔しかったです。また
来年も挑戦したいです。

第６区（3.1㎞）　佐藤　真維
� （石巻専修大学１年）
病み上がりで思うような走りができ
ず、後悔が残るレースでしたが、４年
ぶりの公道での駅伝はとても懐かしく
て楽しかったです。来年は本来の力を
発揮できるように頑張ります。
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　８月18日、鰺ケ沢警察署（芳賀延聡署長）が、行方不明の
高齢男性を発見した新保義也さん（本町一丁目）と齋藤隆希さ
ん（館）に感謝状を贈呈しました。
　これは、16日午前10時頃に出かけたきり行方不明となって
いた高齢男性の情報を防災行政無線で知った２人が、同日夜に
町道を歩く高齢男性を発見、保護したことに対するものです。
　２人は「暗い中を１人で歩いていたので、もしかしてと思っ
て声を掛けた。見つけたときは安心した。町の人の安全に貢献
できて嬉しい」と話していました。

行方不明者を発見した２名へ感謝状

　８月18日、「鰺ヶ沢町戦没者追悼式」が山村開発センターで
開催され、遺族や関係者約30名が参列しました。
　式では、参列者が不戦と平和を誓い、戦没者を悼んで黙とう
が捧げられた後、平田町長が「戦争の悲惨さと平和の尊さを次
世代へしっかりと継承していく」と追悼の言葉を述べました。
その後、参列者は献花台に花を手向け、戦没者の御霊に祈りを
捧げました。
　また、鰺ヶ沢しおさいコーラス（八熊悦子代表）11名によ
る追悼合唱が行われました。

不戦と平和を誓う　戦没者追悼式を開催

　８月19日、赤石芸能保存会（世永良貴会長）が、みなみ保
育園（加藤恵理子園長）の園児や保護者を含む総勢約50名で
「赤石ねぷた」を運行しました。ねぷたは昨年３月に閉園した
鰺ヶ沢こども園から譲り受けたもので、みなみ保育園の一部園
児が絵を描き加え、町出身の書道家の渡邉真理子さんが文字を
書き足しました。
　参加者が「ヤーレヤーレ、ヨーイヤッサ」の掛け声とともに
赤石ねぷたを引きながら赤石町内を練り歩くと、その様子を見
守る沿道の観客は「ねぷたの運行は久しぶり。見ていて楽し
い」と笑顔で拍手を送っていました。

赤石芸能保存会が赤石ねぷたを運行

　８月９日、みなみ保育園（加藤恵理子園長）の園児９名が、
赤石川へのアユの成魚約1,000尾の放流体験を行いました。
　これは、赤石川のアユ資源確保、釣り人増加による地域活性
化及び子どもたちの地域資源への興味と関心を高めることを目
的に町が平成28年度から毎年行っています。
　体長約15cmのアユ５～６尾が入ったバケツを持った園児は
川岸に一列に並び、「アユさん、元気でね」と声を掛けて一斉
に放流しました。
　松山夕夏さん（６歳）は「放流したアユは元気に飛び跳ねて
いた。大きくなって帰ってきてほしい」と話していました。

大きくなってね　園児が成魚アユ放流体験

赤石川にアユを放流する園児

新保さん（左から２人目）と齋藤さん（同３人目）

赤石ねぷたを引いて元気よく町内を回りました

この夏で終戦から78年を迎えました
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　９月６日、「西北地区緑の少年団交流会」が長平青少年旅行
村で開催され、参加した児童は自然や森林、林業に対する理解
を深めました。
　会場には、西海小学校や舞戸小学校の児童を含む西北地区５
市町の９少年団約220名が集まり、県産スギを使ったボウリン
グや樹木当てクイズなどで森林や林業について楽しく学びなが
ら、親睦を深めていました。
　スギ材で竹馬を作った舞戸小学校の太田怜助君（４年）は
「釘をまっすぐ打つのが難しかった。竹馬は緑の少年団にちな
んで緑色に塗った」と話してくれました。

西北地区の緑の少年団が交流

　町教育委員会は９月１日の防災の日にあわせ、町内小中学校
に調理不要の非常食約400食を提供しました。これは、災害時
に給食センターが稼働できない場合を想定して行われたもので、
児童生徒の防災意識向上を目的としています。
　非常食を初めて食べた舞戸小学校の兼平空音君（５年）は
「思ったよりもおいしい。災害時に備えてこういった体験をす
るのは大切」と話していました。
　また、児童は「防災の日」や「非常食」について説明を受け
たほか、防災動画を視聴し、災害への備えを学びました。

９月１日は防災の日　学校給食で非常食を体験

　町は手話の理解と普及を図る取組の一環として、町内小学校
での手話教室を行っています。
　９月７日、町は西海小学校（川浪久和校長）の３、４年生
13名を対象に今年第１回目の手話教室を開催しました。西北
五ろうあ協会の大村とみ会長が講師を務め、児童は「おはよ
う」などの挨拶や自己紹介の手話表現を学んでいました。
　佐藤葵さん（３年）は「次回の手話教室で教わる数字の手話
表現が楽しみ」と話していました。

町内小学校で手話教室を開催

　８月26日、パーティー料理などの通信販売を行う株式会社
Ｃ
コ ン ベ イ

ＯＮＶＥＹ（松木絵美奈代表取締役社長）が、建石町にある
店舗周辺で「ＣＯＮＶＥＹ　ＶＩＬＬＡＧＥ　お山の上マル
シェ」を開催しました。会場では、火起こしチャレンジや青空
ヨガ、農産物の販売などが行われ、和やかな雰囲気の中、イベ
ントを楽しむ来場者で賑わっていました。
　パフェの盛付ワークショップに参加した方は「楽しかった。
家でもチャレンジしてみたい」と話していました。松木社長は
「このイベントが様々な人との交流のきっかけになれば。次回
の開催も計画している」と意欲を見せていました。

（株）CONVEYがお山の上マルシェを開催

パフェの盛付けに挑戦する子どもたち

熱心に竹馬を作る児童

大村会長（左）と一緒に手話を練習する児童

非常食を食べる児童
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　９月７日、鰺ヶ沢中学校（相馬治校長）相撲部の小笠原広祐
君（３年）と陸上部の神爽志君（３年）が８月に行われた全国
大会と東北大会での成績を報告するため、町役場を訪れました。
　東北中学校相撲競技大会３年個人の部で優勝し、全国都道府
県中学生相撲選手権大会個人オープンをベスト16で終えた小
笠原君は「目指していた形の相撲ができていただけに、全国大
会で負けて悔しい」と話しました。また、高校では体格が大き
い選手が多くいることに触れ、「現在は身体づくりに励んでい
て、体重100㎏を目指している」と目標を語りました。
　また、東北中学校陸上競技大会３年男子100ｍで第１位、全

日本中学校陸上競技選手権大会３年男子200ｍで第６位に入賞した神君は「東北大会決勝は非常に集中して挑
むことができた。全国大会決勝では前半から攻めたが次々抜かれてショックだった。次の大会では自己ベスト
を更新したい」とやる気をにじませていました。

【東北大会の主な成績】
＜相撲部＞
　第44回東北中学校相撲競技大会
　　３年個人　優勝　小笠原　広祐
＜陸上部＞
　第44回東北中学校陸上競技大会
　　３年男子100ｍ　第１位　神　　爽志

【全国大会の主な成績】
＜相撲部＞
　第34回全国都道府県中学生相撲選手権大会
　　個人オープン　　　　ベスト16　小笠原　広祐
　　団体競技（県代表）　ベスト16　小笠原　広祐
＜陸上部＞
　第50回全日本中学校陸上競技選手権大会
　　３年男子200ｍ　第６位　神　爽志

全国・東北大会で鰺ヶ沢中生徒が大活躍

　鰺ヶ沢町の皆さん、はじめまして！
　私の名前はジョナサン・カルヴィン・グレイバー

（Jonathan Calvin Graber）です。ジョンと呼ん
でください。
　私は28歳で、アメリカのカンザス州ウィチタ市
の出身です。
　カンザス州は海から遠いので、この町で暮らすこ
とにワクワクしています。
　大学では音楽と数学を専攻しました。色々な楽器
を演奏できますが、主にダブルベースとチューバを
学びました。
　日本にいる間に三味線を習いたいです！よくアメ
リカのロックとジャズを聴きます。日本の音楽も大
好きで、ライブショーにも行きたいです！
　日本語はまだまだ勉強中であまり上手ではないの
でお手柔らかにお願いします！
　他の趣味はゲームをすること、本を読むこと、料
理を作ることです。
　辛い食べ物が大好きなので、オススメのお店が
あったら教えてください！

　鰺ヶ沢町の子どもたちは元気なので、一緒に勉強
をするのが楽しみです。
　鰺ヶ沢町はとても美しいところです。海の近くで
暮らすことは好きですし、白神山地は息を呑む美し
さです。このような海や山もそうですが、他の鰺ヶ
沢町の魅力もどんどん知っていきたいです！
　ぜひ気軽に話しかけてください。これからよろし
くお願いします！

J
ジ ョ ナ サ ン
onathan C

カ ル ヴ ィ ン
alvin G

グ レ イ バ ー
raber さんが着任外 国 語 指 導 助 手

（鰺ヶ沢中学校、西海小学校担当）
　８月２日に鰺ヶ沢町の外国語指導助手（ＡＬＴ）として着任したジョナサンさんから、皆さんへのメッセー
ジをご紹介します。

（前列左から）神君、小笠原君
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　今やがんは誰でもなりえる身近な病気ですが、いざ検査を受けるとなると検査料も高額！時間もかか
る！と、面倒に感じてしまいますよね。町では、今年度40・50・61歳になる方に限り、無料でがん
検診が受けられます。
　さらに、41歳を迎える方は乳がん検診が、21歳を迎える方は子宮頸がん検診が無料となります。
　今年度の対象となる方は以下のとおりです。対象となる方には事前に通知を送付済みですのでご確認
ください。

検 査 名 検査内容 検査委託料
町総合検診での
自己負担料（通常）

今回の検査料
（40歳・50歳・61歳）

胃 が ん 検 診 胃部Ｘ線撮影 6,050円 500円

無料
大腸がん検診 便潜血検査 1,870円 0円

肺 が ん 検 診

胸部Ｘ線撮影 1,320円

500円読影 825円

喀痰検査 2,750円

乳 が ん 検 診
マンモグラフィ１方向 3,575円

500円
マンモグラフィ２方向 4,675円

子宮頸がん検診 子宮頸部細胞診 4,700円 500円

無料となるがん検診と無料対象者の年度末年齢
無料となるがん検診（受診可能な検診方法） 対象者の年度末年齢と生年月日
胃がん検診（集団検診）

40歳：昭和58年４月２日～昭和59年４月１日生まれの方
50歳：昭和48年４月２日～昭和49年４月１日生まれの方
61歳：昭和37年４月２日～昭和38年４月１日生まれの方

大腸がん検診（集団検診）

肺がん検診（集団検診）

乳がん検診（集団・個別検診）

子宮頸がん検診（集団・個別検診）

乳がん検診のみ（集団・個別検診） 41歳：昭和57年４月２日～昭和58年４月１日生まれの方

子宮頸がん検診のみ（集団・個別検診） 21歳：平成14年４月２日～平成15年４月１日生まれの方

　個別検診の受診期限は令和6年2月29日までです。受診希望の方は受診予定日の１週間前までに下記
へお申込みください。
　また、集団検診の日程は次のページのとおりです。
　まだ申込んでいない方は、この機会の申込み・受診をお待ちしています。
� 申ほけん福祉課　健康推進班（○内144・145・146・147）

毎月１日は「あじがさわ健康の日」

今 年 度4 0・5 0・61歳 になる方 は
全 ての がん 検 診 が「無 料 」で 受 けられます！

10月のテーマ「がん予防」

『安心を 明日につなぐ がん検診』
公益財団法人日本対がん協会　
2023年度がん征圧スローガン

10月は乳がん月間
乳がんは早期発見・早期治療によって90%以上は治ると
いわれています。40歳になったら２年に１度、定期的
に乳がん検診を受けましょう。
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五所川原保健所　こころの健康相談　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
10月12日（木）13：00～14：00　電話 0173－34－2108（要予約）

【10月の乳幼児健診日程】　
健　診 健診日［受付時間］ 場　所 対　　象 持ち物

３歳児健診
10月19日（木）

［12：20～12：40］

中央公民館
２階和室

令和２年３月生まれ
令和２年４月生まれ
令和２年５月生まれ

母子健康手帳
バスタオル
送付される問診票 ほか

乳児健診
10月26日（木）

［13：00～13：20］

� 3か月児：令和５年� 6月生まれ
� 6か月児：令和５年� 4月生まれ
10か月児：令和４年12月生まれ

母子健康手帳
バスタオル

すくすく健診
10月27日（金）

［12：50～13：00］

令和３年３月生まれ
令和３年４月生まれ
令和３年５月生まれ

母子健康手帳
バスタオル
送付される問診票 ほか

楽しく体を動かそう　運動教室始まります！
　10月18日から11月22日まで、毎週水曜日に運動教室を開催します！�エアロビクスやヨガ、ストレッチで楽し
く体を鍛えましょう。運動不足の解消、生活習慣病の予防・改善、心身のリフレッシュのために、この機会に参加
してみませんか。
【日　程】毎週水曜日（全６回）
　　　　　10月18、25日、11月１、８、15、22日　
【時　間】18：30～19：30（受付は18：00から）
【会　場】舞戸公民館　大ホール
【参加料】１回あたり200円（参加料は当日受付でいただきます）
【持ち物】運動靴・飲み物・汗拭きタオル・ヨガマット（無料貸出し有）
＊参加１回につき、あじがさわ元気健康ポイントラリーのポイントがもらえます。
　楽しく身体を動かして、豪華賞品が当たる抽選に応募しましょう！

●運動教室参加者限定！からだチェック
　運動後にからだチェックを実施します。筋肉量や筋肉・脂肪バランスがわかります。
　測定方法は裸足で測定機に立つだけ、測定時間は５分程度です。
【実施日】10月18日、11月22日　　　
【時　間】19：30～20：00

10月もあります～総合健診・がん検診～
　総合健診と婦人検診の申込みは随時受付中です。申込みがまだお済みでない方は、お早め
に申込書（水色のハガキ）または電話でぜひお申込みください！

健（検）診種別 日　程 場　所
総合健診、

がん検診（胃・大腸・肺）
10月13日（金）　　� 　　　
　　　 �　～10月16日（月） 山村開発センター

婦人検診（乳がん・子宮頸がん） 10月13日（金）・14日（土）
※健診（検診）の詳しい内容は、7月上旬に各ご家庭に配布した申込書類をご覧ください。
★個別健(検)診の申込みも受付中です！

10月１日～31日は、がん検診受診率向上に向けた集中キャンペーン月間です！　　　

問ほけん福祉課　健康推進班（○内144・145・146・147）

健やか力向上推進キャ
ラクター「マモルさん」

  事前申込み

不要です！ 
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　育児をしていると、保護者さんは自分のことは後
回しになっていませんか？
　とくに朝食。保護者さん、しっかり食べています
か？そして睡眠。しっかり眠れていますか？
　育児には気力＆体力が必要です！
　気力・体力の素になるのは、栄養と睡眠です。
「疲れて倒れる育児」から、育児のツボやコツをつ

かんで「楽しい育児」になるよ
うに、家族で話し合ったり、工
夫ができると良いです。
　母子支援センターが行うママ
サポート事業の家事援助もぜひ
ご活用ください。お気軽にご相
談ください。

問ほけん福祉課 子ども家庭班 母子支援センター（○内156）　✉boshi-center@town.ajigasawa.lg.jp

　保護者さんは、外出先で動き回る活発なお子さん
から、うっかり目を離してしまうこともあると思い
ます。重大な事故にならなければ、それで良いとは
思わずに、行動を見直して改善できるところを考え
てみましょう。
　また、お子さんが、見知らぬ方から注意されるこ
ともあると思います。そんな時は、注意してくれた
おかげで事故を防げたと考えて「すみません」「あ
りがとうございます」の気持ちを持ってくれたらう
れしいです。
　事故は一瞬のスキをついてやってきます。地域の
お子さんは地域で守っていく大事な宝物です。危険
なことをしているお子さんがいたら、少し勇気を出
して、「危ないよ！」「気をつけて」と一声かけるこ
とができたら良いですね。

事故から身を守る!!しっかり食べよう！

脳卒中についての県民公開講座を開催
　　【青森県主催】

県民公開講座
　脳卒中についての基調講演のほか、心肺蘇生法やＡＥ
Ｄの実演コーナー、血管年齢測定コーナーもあります。
入場無料、申込不要です。ぜひお越しください。
日時▶10月22日（日）　13：30～15：30
場所▶県民福祉プラザ　４階　「県民ホール」
　　（青森市中央３-20-30）
定員▶300名（先着順で来場者特典があります）
内容▶基調講演①「脳卒中の内科治療、お教えします」
　　　講師　弘前脳卒中・リハビリテーションセンター
　　　　　　内科部長　齋藤　新　氏
　　　基調講演②「脳卒中の外科治療」
　　　講師　弘前大学大学院医学研究科脳神経外科学講座
　　　　　　教授　斉藤　敦志　氏
　　　基調講演③「脳梗塞の新しい治療」
　　　講師　弘前大学大学院医学研究科脳神経外科学講座
　　　　　　助教　森田　隆弘　氏
� 問青森県健康福祉部がん・生活習慣病対策課
� ［☎017－722－1111］

【青森県・弘前大学医学部附属病院脳卒中・心臓病等
総合支援センター主催】　

第２回　青森県県民公開講座
　患者さんやご家族だけでなく、関心が
ある方であればどなたでも参加可能です。
入場、相談は無料です。
日時▶10月26日（木）
　　　15：00～16：00
場所▶弘前大学医学部コミュニケーショ
　　　ンセンター２階（定員100名）
※�Ｚｏｏｍでの配信（定員100名）、脳卒中・心臓病等
総合支援センターでの実況中継も行います。

内容▶ミニ講義「脳卒中を予防するお食事」
　　　　　　　「脳卒中とお薬の付き合い方」
　　　個別相談会（�希望者のみ、メールや電話でも相談

できます）
申込▶登録フォームまたは下記へお問合せください。
申・問青森県・弘前大学医学部附属病院
� 脳卒中・心臓病等総合支援センター
［☎0172－39－5459／✉noushincenter@hirosaki-u.ac.jp］

申込は
こちらから
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■
夏
休
み
中
の
活
動

　

７
月
21
日
か
ら
夏
休
み
に
入
り
ま
し
た
が
、

夏
休
み
中
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
あ
り
ま
し

た
。
今
回
は
そ
の
活
動
に
つ
い
て
、
少
し
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
中
学
生
体
験
入
学

　

７
月
25
日
、
鰺
ヶ
沢
高
校
体
験
入
学
を
実

施
し
、
25
名
の
中
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

理
科
と
情
報
の
体
験
授
業
や
生
徒
会
役
員
に

よ
る
学
校
紹
介
、
Ｓ
Ｂ
Ｐ
研
究
会
と
ゴ
ル
フ

部
に
よ
る
部
活
動
紹
介
の
ほ
か
、
卒
業
生
に

よ
る
体
験
談
な
ど
が
話
さ
れ
、
参
加
し
た
中

学
生
は
鰺
ヶ
沢
高
校
で
の
生
活
を
少
し
早
く

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

    

鰺
高
通
信

〇
野
外
活
動
体
験

　

鰺
ヶ
沢
町
の
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
「
自

然
」
を
生
徒
に
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、

「
キ
ス
釣
り
体
験
」・「
サ
ッ
プ
体
験
」・「
ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
体
験
」
の
３
つ
を
企
画
し
ま
し

た
。

・
キ
ス
釣
り
体
験

　

７
月
31
日
、
津
軽
港
で
の
「
キ
ス
釣
り
体

験
」
に
は
、
５
名
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

初
め
の
う
ち
は
餌
の
付
け
方
が
分
か
ら
ず
、

時
間
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昼
近
く
に

は
全
員
が
目
的
の
キ
ス
を
釣
り
上
げ
、
中
に

は
20
セ
ン
チ
を
超
え
る
大
物
を
釣
り
上
げ
た

生
徒
も
い
ま
し
た
。

・
サ
ッ
プ
体
験

　

８
月
３
日
、
中
村
川
河
口
で
行
っ
た

「
サ
ッ
プ
体
験
」
に
は
、
生
徒
３
名
と
保
護

者
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ボ
ー
ド
の
上
に

乗
る
こ
と
も
難
し
か
っ
た
生
徒
が
、
最
後
は

ボ
ー
ド
の
上
に
立
っ
て
オ
ー
ル
を
漕
い
で
い

ま
し
た
。

～鰺ヶ沢高校行事予定（10月）～
◦４日（水）～６日（金）　中間考査
◦10日（火）　避難訓練②　 
◦21日（土）　80周年記念式典
◦22日（日）　開校記念日
◦23日（月）　振替休日
※鰺高祭　11月３日（金）、４日（土）

問青森県立鰺ヶ沢高等学校［☎72－2106］
ＨＰ：http://www.ajigasawa-h.asn.ed.jp/

・
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
体
験

　

８
月
４
日
、
岩
木
川
上
流
で
行
っ
た
「
ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
体
験
」
に
は
４
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
連
日
の
猛
暑
の
中
で
の
川
下
り
は
、

清
涼
感
あ
ふ
れ
る
楽
し
い
体
験
だ
っ
た
よ
う

で
す
。

〇
Ｓ
Ｂ
Ｐ
研
究
会

　

７
月
29
日
、
30
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

さ
れ
た
第
８
回
Ｓ
Ｂ
Ｐ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ア
ワ
ー

ド
に
お
い
て
、
今
年
度
か
ら
始
め
た
「
お
さ

か
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
仮
）」
に
つ
い
て
発

表
し
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
容
は
、
水

揚
げ
さ
れ
た
魚
で
商
品
と
し
て
利
用
で
き
な

い
未
利
用
魚
を
有
効
活
用
し
商
品
を
開
発
す

る
も
の
で
、
株
式
会
社
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｖ
Ｅ
Ｙ
さ
ん

と
協
力
し
て
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

三
重
県
で
開
催
さ
れ
た
決
勝
発
表
に
は
進

む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
審
査
委

員
特
別
賞
と
し
て
「
皇
學
館
大
学
現
代
日
本

社
会
学
部
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

■
鰺
高
み
ら
い
塾

　

７
月
26
日
、
８
月
１
日
、
３
日
、
24
日
の

４
日
間
の
日
程
で
、
ド
ロ
ー
ン
の
フ
ラ
イ
ト

ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
と
フ
ラ
イ
ト
体
験
を
実
施

し
ま
し
た
。
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
に
は
６
名
の

生
徒
、
フ
ラ
イ
ト
体
験
に
は
８
名
の
生
徒
が

参
加
し
ま
し
た
。
連
日
30
度
を
超
え
る
暑
さ

の
中
で
し
た
が
、
生
徒
た
ち
は
ラ
イ
セ
ン
ス

取
得
の
た
め
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

体験授業を受ける参加中学生

サップ体験

SBPチャレンジアワード

ドローンフライト体験
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鰺
ヶ
沢
町
で
４
年
に
一
度
行
わ
れ
る
津
軽

の
京
祭
り
「
白し

ら

八
幡
宮
大
祭
」
は
、
コ
ロ
ナ

禍
と
昨
年
８
月
の
大
雨
で
２
年
連
続
中
止
と

な
り
、
次
回
は
令
和
７
年
の
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
白
八
幡
宮
大
祭
文
化
保
存
会

（
杉
澤
廉
晴
会
長
）
で
は
、
前
回
の
平
成
29

年
か
ら
８
年
の
空
白
を
経
て
行
わ
れ
る
次
回

大
祭
に
向
け
て
、
伝
統
文
化
を
継
承
す
る
山や

車ま

展
示
・
芸
能
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。

■
山
車
展
示
と
芸
能
発
表

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
９
月
２
日
の
鰺
ヶ
沢
イ
カ

の
カ
ー
テ
ン
ま
つ
り
（
町
商
工
会
主
催
）
に

併
せ
て
開
催
。
海
の
駅
向
い
の
特
設
会
場
に
、

鰺
ヶ
沢
地
区
の
各
町
内
が
所
有
す
る
10
台
の

山
車
の
う
ち
、
田
中
町
「
神じ

ん

功ぐ
う

皇こ
う

后ご
う

」
と
浜

町
「
素す

さ

戔の
お

鳴の
み

尊こ
と

」
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
の
芸
能
発
表
で
は
、
田
中
町
の
山
車

が
、
実
際
に
お
囃は

や
し子
を
奏
で
な
が
ら
会
場
内

を
運
行
。
昨
年
大
雨
で
本
番
を
迎
え
ら
れ
な

か
っ
た
鉦か

ね

叩
き
の
女
の
子
た
ち
が
１
年
ぶ
り

に
練
習
の
成
果
を
披
露
し
た
ほ
か
、
ス
テ
ー

ジ
前
で
は
伝
統
の
踊
り
「
チ
ャ
ン
チ
ャ
レ
ン

コ
」
も
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
一
丁
目
か
ら
は
、
大
祭
の
呼
び
物

の
一
つ
、
夜
神
楽
の
囃
子
に
合
わ
せ
て
踊
る

「
児じ

雷ら
い

也や

」
が
登
場
。
迫
力
の
あ
る
舞
が
、

会
場
に
詰
め
か
け
た
多
く
の
観
客
を
魅
了
し

ま
し
た
。

■
の
へ
じ
祇
園
ま
つ
り
と
初
競
演

　

鰺
ヶ
沢
町
と
共
に
日
本
遺
産
・
北
前
船
寄

港
地
に
認
定
さ
れ
て
い
る
野
辺
地
町
の
「
の

へ
じ
祇
園
ま
つ
り
」
は
、
白
八
幡
宮
大
祭
と

同
じ
北
前
船
が
上
方
か
ら
運
ん
だ
祭
り
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
野
辺
地
町

か
ら
駅
前
組
祭
典
部
が
特
別
出
演
し
、
山
車

運
行
の
際
に
奏
で
ら
れ
る
祇
園
囃
子
と
神
楽

を
披
露
。
北
前
船
で
つ
な
が
る
津
軽
と
南
部

の
祭
り
囃
子
の
競
演
に
、
盛
大
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
会
場
は
華
や
か
な
祭
り
の
雰
囲

気
に
満
た
さ
れ
、
２
年
後
の
大
祭
に
向
け
て
、

大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
し
た
。　
　

（
町
学
芸
員　

中
田
）

白
八
幡
宮
大
祭
の

 

保
存
伝
承
に
向
け
て

～
東
日
本
鉄
道
文
化
財
団
が
支
援
～

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
外
郭
団
体
・
東
日
本

鉄
道
文
化
財
団
が
行
う
今
年
度
の
地
方

文
化
事
業
支
援
の
助
成
対
象
に
、
白
八

幡
宮
大
祭
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
地
元

団
体
な
ど
で
実
行
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
文
化
遺
産
の
保
存
伝
承
を
財
団
が

資
金
援
助
す
る
も
の
。
今
回
、
財
団
か

ら
の
助
成
金
１
０
０
万
円
に
、
鰺
ヶ
沢

地
区
町
内
会
連
絡
協
議
会
（
冨
田
名
重

会
長
）
と
町
が
負
担
し
た
25
万
円
ず
つ

を
加
え
た
計
１
５
０
万
円
で
、
経
年
劣

化
で
色
あ
せ
た
大
祭
行
列
の
衣
装
な
ど

を
新
調
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
22
日
に
は
、
財
団
の
田
浦
芳
孝

理
事
長
が
町
を
訪
れ
、
同
事
業
実
行
委

員
会
の
杉
澤
廉
晴
委
員
長
（
大
祭
文
化

保
存
会
長
）
に
事
業
の
承
認
書
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

鰺
ヶ
沢
町
の
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ

る
白
八
幡
宮
大
祭
を
未
来
に
継
承
す
る

た
め
、
ま
た
一
つ
、
新
た
な
取
組
が
始

ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

山
車
・
芸
能

 

イ
ベ
ン
ト
開
催

イ
カ
の
カ
ー
テ
ン
ま
つ
り
で
お
囃
子
・
踊
り
を
堂
々
披
露
！

一丁目の「児雷也」

展示された２台の山車（左：浜町・右：田中町）

雅な音色を奏でた田中町のお囃子披露

野辺地町の駅前組祭典部による祇園囃子
お囃子には鰺ヶ沢と共通性があるとされる

贈呈式で田浦理事長（左から２人目）から
承認書を受け取った杉澤委員長（同３人目）。
両端はＪＲ秋田支社の井料支社長と平田町長
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津
軽
地
方
に
お
け
る
旧
修
験
家
の
比
較
⑥

　

残
暑
厳
し
い
日
が
続
き
ま
す
ね
、
皆
さ
ん

は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

７
月
後
半
か
ら
お
盆
前
ま
で
の
数
週
間
、

仕
事
で
北
海
道
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
ご

存
知
の
と
お
り
、「
長
き
に
わ
た
り
」
北
海

道
の
夏
は
涼
し
く
、
お
店
や
宿
に
ク
ー
ラ
ー

の
つ
い
て
い
な
い
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
の
度
お
世
話
に
な
っ
た
宿
も
、
ク
ー
ラ
ー

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
、
北
海
道
も
十
分

暑
い
！
日
中
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
夜
の
気

温
も
な
か
な
か
下
が
ら
ず
、
扇
風
機
だ
け
で

は
な
か
な
か
寝
付
け
な
い
日
々
で
し
た
。

　

一
方
、
こ
の
厳
し
い
暑
さ
が
あ
っ
て
こ
そ
、

良
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ず
ば
り
そ

れ
は
、
札
幌
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
！

　

札
幌
の
中
心
地
、
大
通
公
園
に
各
ビ
ー
ル

メ
ー
カ
ー
や
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
ブ
ー
ス
が

ひ
し
め
き
合
い
、
様
々
な
ビ
ー
ル
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
幸
せ
の
空
間
…
。
ビ
ア
ガ
ー

デ
ン
た
る
も
の
、
汗
を
か
き
な
が
ら
グ
イ
グ

イ
飲
ん
で
な
ん
ぼ
で
す
。
こ
れ
ば
っ
か
り
は
、

お
天
道
様
に
感
謝
。
最
高
に
素
敵
な
ひ
と
と

き
で
し
た
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
一
度
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
本
題
に
入
り
ま
す
。
前
号
で
は
、

現
代
に
お
け
る
小
森
集
落
の
様
相
に
つ
い
て

記
し
ま
し
た
。
少
し
お
さ
ら
い
す
る
と
、
現

在
、
小
森
集
落
で
は
特
筆
す
べ
き
民
俗
行
事

は
確
認
で
き
ず
、
集
落
内
に
お
い
て
、
工
藤

家
が
宗
教
的
に
特
別
視
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
方
、
現
代
に
お
け
る
大
沢
集
落
の
様
相

は
小
森
集
落
と
相
違
し
て
い
ま
す
。
先
に
ご

紹
介
し
た
と
お
り
、
現
在
も
な
お
池
田
家
の

当
主
は
、
集
落
の
冠
婚
葬
祭
時
に
上
座
へ
座

る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、
集
落
全
体
が
池

田
家
の
歴
史
性
を
忘
却
し
な
い
態
度
が
認
め

ら
れ
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
大
沢
集
落
に
は
集
落
単
位
で

地
域
の
宗
教
性
を
維
持
し
続
け
る
態
度
、
お

よ
び
具
体
的
行
為
が
確
認
で
き
ま
す
。
弘
前

大
学
民
俗
学
実
習
履
修
学
生
が
ま
と
め
た

「
大
沢
の
民
俗
―
青
森
県
弘
前
市
大
沢
―
」

（
以
降
、
大
沢
）
に
よ
れ
ば
、
集
落
内
、
八

幡
神
社
の
祭
日
で
あ
る
新
暦
７
月
15
日
に
は
、

同
社
の
安
置
堂
に
納
め
ら
れ
て
い
る
８
柱
の

ご
神
体
の
う
ち
、
５
柱
（
淡
嶋
、
山
の
神
、

毘
沙
門
天
、
観
音
、
龍
神
）
を
神
輿
に
乗
せ

て
堂
ヶ
平
へ
持
っ
て
行
く
そ
う
で
す
。
ま
た
、

毎
年
２
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
大
沢

集
落
の
町
民
会
館
へ
イ
タ
コ
を
招
き
、
そ
の

年
の
占
い
を
し
て
も
ら
う
と
い
い
ま
す
。
か

つ
て
は
、
南
津
軽
郡
平
賀
町
（
現
・
平
川
市

平
賀
）
や
同
郡
大
鰐
町
か
ら
イ
タ
コ
を
呼
ん

で
い
た
そ
う
で
す
が
、「
大
沢
」
の
調
査
時

（
平
成
20
年
）
に
は
鰺
ヶ
沢
町
か
ら
イ
タ
コ

を
招
き
、
１
年
の
占
い
を
し
た
と
い
い
ま
す
。

�

（
青
森
県
民
俗
の
会　

櫻
井
歓
太
郎
）

　鰺ヶ沢町では、江戸時代から庶民の教育に対する関心も深く、
港町を中心に多くの私塾・寺子屋がつくられていました。
　明治５年（1872）に学制が発布されると、まず「鰺ヶ沢小学」
（のちの西海小学校）が開校。その後10年あまりの間に、村々の
小学校が次々と誕生しました。戦後には新制中学校が発足。一方、
山田野、第二松代など新しい開拓地にも分校の設置がすすめられ
ます。こうして学校は町の隅々にまで行き渡り、昭和30年代には、
町内に小学校13校、中学校９校、分校２校を数えるまでになりま
した。
　今も昔も、子どもたちは地域の宝であり、学校には地域住民の
手厚い支援が寄せられます。また学校は、子どもたちの教育の場
であるだけでなく、様々な行事で人々が集まる地域のシンボルで
もあったのです。
　平成23年４月の学区再編（小学校２校・中学校１校に統合）に
より、地域の学校はその役割を終えましたが、懐かしい思い出の
記憶は、いくつになっても薄れることはありません。
　今回、はまなす学級第４回学習会では、現存する校舎や学校記
念碑を訪ね歩きます。ぜひご一緒に、思い出の跡地をめぐってみ
ませんか。� （町学芸員　中田）

「はまなす学級学習会～いにしえの学び舎跡めぐり～」 は10月25日（水）開催　詳しくは21ページをご覧ください

 

［
第
27
回
］

鰺ヶ沢町と学校の歴史
～いにしえの学び舎跡めぐりに寄せて～

旧一ツ森小（昭和30年代）

旧鳴沢中（昭和40年代）のちに鳴沢小

旧深谷小閉校記念碑旧鰺一中校訓碑
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　町教育委員会では、４年ぶりに「鰺ヶ沢町民文化祭」
を開催します。展示、芸能部門ともにどなたも入場無料
です。
　なお、詳細は10月下旬にチラシを配布します。乞う
ご期待！
展示部門
日時▶11月３日（金）、４日（土）　９：00～16：00
会場▶中央公民館、山村開発センター
内容▶�書道、華道、茶道、俳句、短歌、絵画、盆栽植木、

小・中学校作品
※�一般作品も公募します（搬入、搬出は各自でお願いし
ます）
芸能部門
日時▶11月４日（土）９：00～15：00
会場▶山村開発センター
内容▶伝統芸能、コーラス、舞踊、ダンスなど
　　　新たに地域婦人団体の踊りも披露します！
　　　�町内の保育園・認定こども園の園児や小・中学生

も出演予定！
� 問鰺ヶ沢町文化振興連絡協議会事務局（社会教育課）
� 中央公民館［☎72－2859］

室内温水プール臨時休館情報
10月１日（日）～10月６日（金）
　館内大掃除・各種設備点検
10月29日（日）
　津軽地区秋季水泳競技大会

室内温水プール無料開放日
　10月９日の「スポーツの日」にち
なんで、室内温水プールを無料開放し
ます。この機会にぜひ一度足を運んで
みてはいかがでしょうか。
　予約状況などはホームページをご覧
ください。
無料開放日▶10月８日（日）
※10月９日は休館日のため、前日に実施します。
� 問室内温水プール[☎72－5700］

困ったら�１人で悩まず�行政相談
10月16日（月）～22日（日）は 「行政相談週間」 です
　町民の皆さまが、毎日の暮らしの中で役所の仕事に
関する苦情や意見・要望などがあった時に、身近な相
談相手となるのは、行政相談委員（総務大臣が委嘱）
です。
　■道路・河川　　■年金　　　　　　■医療保険
　■高齢者福祉　　■窓口サービス
などの役所の仕事について、お気軽にご相談ください。
　相談は無料で、秘密は厳守します。
鰺ヶ沢町の行政相談委員は、世永星さんです。
【定例行政相談所】
日時▶毎月第２火曜日　9：00～12：00
場所▶町役場１階　談話室１
問総務課　総務班（○内326）　
　総務省行政相談センターきくみみ青森
� ［☎0570－090110］

令和５年住宅・土地統計調査
－ 調査回答にご協力ください －

　総務省統計局（青森県・鰺ヶ沢町）では、10月１
日を基準日として住宅・土地統計調査を実施します。
　調査の対象となる世帯には、調査員が訪問し、調査
書類の配布をしておりますので、インターネット回答
のほか、紙の調査票を郵送または調査員に提出する方
法により、ご回答をお願いいた
します。
　調査の趣旨をご理解いただき、
調査回答にご協力ください。

総務省統計局・青森県・鰺ヶ沢町

10月31日（火）は
【第３期】町県民税
【第４期】国民健康保険税、介護保険料、
　　　　　後期高齢者医療保険料　
　の納期限となっています。

～納め忘れのないようお願いします～
※口座振替で納付いただいている方は、納期限までに
口座残高の確認をお願いします。　　　　　　　

空き家等除却事業費助成金
　町では、放置することが保安上危険となるおそれの
ある空き家等（特定空き家）の解体費用として30万
円を限度として助成していますが、昨今の物価高騰等
の対策として、補助限度額を40万円に引上げること
にしました。
　年内の解体をお考えの方は受付を延長しますので、
お早めに下記担当までご連絡ください。
　来年度の助成金は４月より受付を開始します。
� 問総務課　防災班（○内317・318）

秋の全国交通安全運動期間
　９月21日から９月30日までの10日間
は、秋の全国交通安全運動期間です。交
通ルールの遵守と正しい交通マナーの実
践を習慣付け、交通事故防止に努めま
しょう。

秋の全国交通安全運動　運動重点
１ こどもと高齢者を始めとする歩行者の安全の確保
２ 夕暮れ時と夜間の交通事故防止及び飲酒運転等の根絶
３ 自転車等のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底

� 問総務課　総務班（○内326）

４年ぶり!!鰺ヶ沢町民文化祭を開催

詳細は
こちらから
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★今月のおすすめ本★
≪一般書≫「不可能な過去」
　著：堂場　瞬一／出版社：角川春樹事務所
　「一事不再理」。裁判で判決が確定した人間は、同じ事件で二度裁かれることはないという原則だ。
しかしその無罪を勝ち得た被告から、裁判の十年後、当時の担当刑事に手紙が届いた。
　「あの事件の犯人は、本当は私でした」と。相談を受けた追跡捜査係の沖田は、被告の足跡を辿
り始めるが…。
　一方、神奈川県警に新設される追跡捜査班のアドバイザーとして招かれた西川は、ある未解決事
件が気になっていた。二つの不審な事件がぶつかる時、複雑に絡み合った謎が解き明かされる！

≪児童書≫「ふしぎ駄菓子屋　銭天堂19」
　作：廣嶋　玲子／出版社：偕成社
　大人気シリーズふしぎ駄菓子屋銭天堂！待ちに待った新刊発売！
　ついに六条教授の新たな計画が始動する。銭天堂に研究所を破壊された六条は、そのときの怪我
から回復し、紅子への復讐プランを練り上げた…。

　おすすめ本は、日本海拠点館図書コーナーで借りることができますので、ぜひご利用ください。
なお、新刊図書は好評につき、貸出中の場合があります。１人２冊までの貸出制限にご理解とご協
力をお願いします。〈予約可〉
　日本海拠点館では小学生以下のお子さんを対象に「こどもブックラリー」を実施しています。奮ってご参加くだ
さい。
開館時間▶９：00～18：00　
休 館 日▶月、火曜日（図書コーナーのみ第４木曜日もお休みです。）
返却場所▶日本海拠点館・中央公民館・舞戸公民館
� 問日本海拠点館　図書コーナー［☎72－5555］

芸術の秋　日本海拠点館　読書と音楽まつり
　町教育委員会では、読書と音楽まつりを開催します。
入場無料、申込不要です。ぜひお越しください。
日時▶10月９日（月・祝）９：00～12：00
場所▶日本海拠点館
※�当日は休館日のため、イベント開催時間のみの開館
となります。

本の交換会
　お手元に眠っている本をお持ちいただくと、好きな
本と交換できます。SDGｓの取組にもつながり、本
も楽しめて一石二鳥☆
時間および場所▶９：00～12：00　２階エレベーター前
秋にまつわるおはなし会
　「どうぞのいす」「14ひきのあきまつり」など、
「秋」にまつわる絵本や紙芝居の読み聞かせ。小さな
お友達も小学生もご家族も、みんな集まれ！
時間および場所▶９：30～10：00　２階図書コーナー
はまなす学級特別企画「秋の音楽会」
　皆さんがよく知っている童謡や歌謡曲を、解説付き
で楽しむ音楽会です。一緒に歌って芸術の秋を満喫し
ませんか？�
時間および場所▶10：00～11：30　１階冬の広場
出演▶�しおさいコーラス（歌）、鰺ヶ沢中学校音楽部

（三味線）ほか
曲目（予定）▶�時代、365歩のマーチ、西海小学校校

歌、舞戸小学校校歌、鰺ヶ沢中学校校
歌　ほか

� 問社会教育課　社会教育班（○内365）

鰺ヶ沢はまなす学級第４回学習会
～いにしえの学び舎跡めぐり～

　町にはかつて、16校の小学校
（分校２校を含む）と12校の中
学校（分校１校を含む）がありま
した。
　第４回学習会では、かつて子ど
もたちの学び舎であった場所を訪ね歩き、町の歴史を
「学校」という視点から紐解きます。（定員20名）
日時▶10月25日（水）
　　　９：00～15：00（受付は８：30～）
日程▶９：00　 �中央公民館出発
　　（午前の部）鳴沢駅⇒東鳴沢中学校⇒建石小学校
　　　　　　　　⇒鳴沢小学校⇒鰺ヶ沢第一中学校
　　　12：00　 白神自然学校にて昼食
　　（午後の部）一ツ森小学校⇒南金沢小学校
　　　　　　　　⇒深谷小学校
　　　15：00　 中央公民館到着、解散
解説▶鰺ヶ沢町総括学芸員　中田書矢
対象者▶概ね60歳以上の町民
参加料▶1,000円（昼食代）を当日、集金します。
持ち物▶飲み物、歩きやすい靴など
申込締切▶�10月16日（月）までに下記へお申込みく

ださい
※締切り前でも定員になり次第締切ります
� 申・問社会教育課　社会教育班（○内 365）
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知っていますか？建退共制度

　建設業退職金共済制度は、中小企業退職
金共済法に基づき建設現場労働者の福祉の
増進と建設業を営む中小企業の振興を目的
として設立された退職金制度です。
　事業主の方々が、労働者の働いた日数に
応じて掛金となる共済証紙または退職金ポ
イントを積み立て、その労働者が建設業界
で働くことをやめたときに建退共から退職
金を支払う、業界全体での退職金制度です。
詳しくは下記へお問合せください。
加入できる事業主▶建設業を営む方
対象となる労働者▶建設業の現場で働く人
掛金▶日額320円
特長▶
・国の制度なので安全、確実、手続が簡単
・経営事項審査で加点評価の対象
・掛金の一部を国が助成
・�掛金は、法人は損金、個人では必要経費
として扱われ、税法上全額非課税
・�インターネットを利用した電子申請での
納付も可能
・�事業主が変わっても退職金は企業間を通
算して計算
� 問建設業退職金共済　青森県支部
� ［☎017－732－6152］

45歳以上対象
合同企業説明会を開催

　ネクストキャリアセ
ンターあおもりでは、
45歳以上の方を対象に
合同企業説明会を開催
します。45歳以上の方
の雇用に積極的な企業
の担当者が、会社概要、
求人内容、仕事の内容を説明します。参
加は無料、予約不要です。
対象▶45歳以上の就職活動中の方
参加企業▶各会場15社程度
日程および会場
［青森会場］10月25日（水）
　　　　　　�アウガ５階
　　　　　　ＡＶ多機能ホール
［弘前会場］10月26日（木）
　　　　　　�ヒロロ４階
　　　　　　弘前市民文化交流館ホール
時間▶いずれも13：00～16：00
　　　（受付は12：30～15：00）
※�ミニセミナー「採用につながる応募書
類のポイント」も開催します
※�当説明会は雇用保険受給資格者の求職
活動として認められます
� 問ネクストキャリアセンターあおもり
� ［☎017－723－6350］

鰺ヶ沢町地域職業相談室のご案内

　鰺ヶ沢町地域職業相談室は、ハロー
ワークと鰺ヶ沢町の共同運営施設です。
お仕事の内容や応募条件の確認、面接対
策や応募書類の書き方など、皆さまのお
仕事探しのお手伝いを行っています。
　また、全国のハローワークで受付した
求人票を見ることができ、季節求人も含
め随時更新されています。ぜひ、お気軽
にご利用ください。
利用日▶月～金曜日
　　　　（土日祝・年末年始除く）
時間▶９：30～17：00
場所▶鰺ヶ沢町中央公民館１階
� 問鰺ヶ沢町地域職業相談室
� ［☎72－3124］

生活困窮に関する困りごと相談はこちらへ
あんしん相談窓口あじがさわ

　鯵ヶ沢町社会福祉協議会では、生活し
ていくうえで様々な課題を抱える住民の
方を支援するための相談を受付けています。
　また、相談ツールのひとつとして、メー
ル相談・L INE相談も
行っています。
　ひとりで悩まず、お
気軽に下記までご相談
ください。費用は無料、
秘密は厳守します。
メール相談用アドレス
ajisya@chic.ocn.ne.jp　　　
� 問鯵ヶ沢町社会福祉協議会
� ［☎82－1602］

許しません！不正軽油

　不正軽油の製造、販売及び使用などは
脱税行為であり、罰則として、10年以下
の懲役や３億円以下の罰金に処せられます。
　また、不正軽油は適正な納税秩序を阻
害するだけではなく、環境破壊の原因に
もなる悪質な行為です。
　次のような不正軽油に関する情報があ
りましたら、下記までご連絡ください。
・�夜間や早朝にタンクローリーが頻繁に
出入りしている。
・�軽油と他の油種（灯油、重油）を混ぜて
使用・販売している。
・著しく安価な軽油を売り込みにきた。
・�自動車の燃料に灯油や重油を使用して
いる。
� 問西北地域県民局　県税部　課税課
� ［☎0173－34－2111］

労働委員会委員による労働相談会
　個々の労働者と事業主との間に生じた労働問題（解雇・賃金引
下げ・長時間労働・パワハラなど）について、青森県労働委員会
委員が相談に応じます。費用無料、秘密は厳守します。
　なお、随時受付していますが予約優先です。
対象者▶県内の労働者・事業主
対応者▶青森県労働委員会委員
日時および場所
　10月３日（火）13：30～15：30　　青森県労働委員会（東奥日報新町ビル４階）
　10月15日（日）10：00～12：00　　弘前市総合学習センター（弘前市）
　10月29日（日）10：00～12：00　　青森県労働委員会（東奥日報新町ビル４階）
� 問青森県労働委員会事務局［☎017－734－9832］

LINE相談は
こちらから

詳細は
こちらから

青
森

詳細は
こちらから
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法の日司法書士無料法律相談会

　10月１日は法の日です。それにあわせ、
青森県司法書士会では、無料法律相談会
を実施します。日常生活での困りごとや
法律上の悩みについて司法書士が下記の
とおり県内各地にて面談での無料相談に
応じますので、お気軽にご相談ください。
相談内容▶�相続、登記、成年後見、多重債

務、裁判所提出書類作成など
受付▶当日先着順
日時▶10月１日（日）10：00～15：00
　　　（３会場共通）
会場および場所
［青森会場］
　青森県司法書士会館
　（青森市長島３丁目5-16）
［弘前会場］
　ヒロロ３階「多世代交流室１」
　（弘前市大字駅前町9-20）
［五所川原会場］
　つがる市生涯学習交流センター
　 「松の館」 ２階（つがる市木造若緑52）
※�相談は無料ですが具体的な手続きが必
要になる場合には、別途費用が掛かり
ますので相談員にご確認ください。
　　　　　問青森県司法書士会
� ［☎017－776－8398］

令和６年４月１日から
相続登記の申請が義務化されます

　令和６年４月１日か
ら、相続（遺言も含む）
によって不動産を取得
した相続人は、その所
有権の取得を知った日
から３年以内に相続登
記の申請をしなければ
ならないこととされました。
　遺産分割の話合いがまとまった場合に
は、不動産を取得した相続人は、遺産分
割が成立した日から３年以内に、その内
容を踏まえた登記を申請する必要があり
ます。
　正当な理由なく義務に違反した場合、
10万円以下の過料の適応対象となります。
　また、早期の遺産分割が難しい場合に
は、今回新たに作られた「相続人申告登
記」という簡単な手続きを法務局で執る
ことによって、義務を果たすこともでき
ます。
　詳しくは下記までお問合せください。
� 問青森地方法務局　登記部門
� ［☎017－776－6231］

第２回鰺ヶ沢写真クラブ展開催中
　鰺ヶ沢写真クラブでは、日本海拠点館
で第２回写真展を開催中です。皆さまに
ご覧いただきたいと思いますので、ぜひ
お越しください。
　また、会員を募集していますので、写
真に興味のある方はお気軽にお問合せく
ださい。
日時▶10月１日（日）まで
　　　９：00～18：00
　　　（最終日は16：00まで）
場所▶日本海拠点館　１階　冬の広場�
� 問鰺ヶ沢写真クラブ　代表　加藤
� ［☎090－5352－1677］

青森のおいしい健康応援店募集

　五所川原保健所では「青森のおいしい
健康応援店」の認定を行っています。こ
れは皆さまが外食などを利用する際に、
自分にあった適切なメニューを選択でき
るよう、肥満予防や食塩摂取量の減少、
野菜摂取量の増加を踏まえた食事を提供
している飲食店などを「青森のおいしい
健康応援店」として認定し、皆さまの生
活習慣病予防に役立ててもらうものです。

飲食店または惣菜店の皆さまへ

　「青森のおいしい健
康応援店」認定店には
認定マークの交付と
ホームページへの掲載
（希望店のみ）を行っ
ています。（随時受付）
　詳しくは二次元バー
コードを読み取ってください。

地域の皆さまへ

　五所川原市、つがる
市、鰺ヶ沢町、深浦町、
鶴田町、中泊町で健康
メニューを提供してい
る飲食店や惣菜店など
の情報がありましたら
こちらからお寄せくだ
さい。

� 申・問五所川原保健所　健康増進課
� ［☎0173－34－2108］

青森県中小企業者等ＬＰガス・特別高圧電気価格高騰対策支援金
　青森県では、エネルギー価格高騰の影響により、
厳しい経営環境が続いている県内中小企業者の負担
軽減を図るため、国の「電気・ガス価格激変緩和対
策事業」の支援対象外となっている「ＬＰガス」や
「特別高圧電気」を使用する県内中小企業者に対し、
その使用量に応じて支援金を給付します。
　支援金制度についての詳細は、県ホームページを
ご覧ください。
給付額▶令和５年１～９月分の使用量に支援単価を乗じた額�

１～８月分の支援単価 ９月分の支援単価
業務用ＬＰガス 62円/㎥ 31円/㎥
特別高圧電気 2.5円/kWh�（上限月50万円） 1.25円/kWh（上限月25万円）
※�家庭用を対象としたＬＰガス料金の値引きや、県のほかの支援金の対象となる場
合は対象外です。
申請先▶主たる事業所の所在地を所管する商工会、商工会議所または青森県商工会連合会
申請受付期間▶10月２日（月）～11月30日（木）※郵送の場合は当日消印有効
専用電話相談窓口▶☎0120－66－0217（通話料無料）
　　　　　　　　　※12月25日（月）までの平日９：00～17：00に開設
� 問青森県商工労働部　地域産業課［☎017－734－9373］

詳細は
こちらから

詳細は
こちらから

情報提供は
こちらから

詳細は
こちらから
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青森県最低賃金が変わります

　青森県最低賃金が改
定されます。金額等は
下記のとおりです。
時間額　898円（令和
５年10月７日から）
　青森県最低賃金は、
青森県内で働く全ての
労働者に適用されます。
� 問青森労働局　労働基準部賃金室
� ［☎017－734－4114］

漏電ブレーカーをテストしましょう

　最近では、ほとんどのお宅に漏電ブ
レーカーが取り付けられていて、屋内配
線や洗濯機などの電気器具が万が一漏電
したときに、電気を自動的に止めて感電
や電気火災などの災害を防止する大切な
役目を果たしています。
　毎月１回はテストボタンを押して漏電
ブレーカーが実際に動作するかどうか確
かめてください。
　単３方式で受電のお客様には中性線欠
相保護付漏電ブレーカーの取付けをおす
すめします。
※�コンピューター内蔵機器やテレビ、ビ
デオなどは、データが消える場合があ
りますので、ご使用中の機器を確認の
うえ、テストしましょう。
� 問一般財団法人　東北電気保安協会
� 五所川原事業所
� ［☎0173－34－3555］

10月１日～７日は「公証週間」です
　公証人は、法務大臣から任命された法
律の専門家として、公証事務を担い、国
民の権利保護と私的紛争の予防の実現を
使命としています。
　公証人の主な業務は、公正証書で契約
書や遺言書、養育費の給付契約書などを
作成し、大切な財産や子どもの将来を
守ったり、任意後見契約書を作成し、老
後の安心を確保します。
　手数料は法定されており、公証事務に
関する相談は無料です。いつでもお気軽
にご相談ください。
青森県内の公証人役場
・�青森公証人合同役場（青森市長島一丁
目３番17号阿保歯科ビル４階）
　［☎017－776－8273］
・�弘前公証役場（弘前大字駅前二丁目２
番地３弘前第一生命ビル７階）
　［☎0172－34－3084］
� 問青森地方法務局　　　　　
� ［☎017－776－6238］

第二種電気工事士技能試験
事前講習（下期）　受講生募集

　青森県立弘前高等技
術専門校では在職中の
方を対象とした試験対
策講習を実施します。
日時▶11月15日（水）、
　　　　　16日（木）、
　　　　　17日（金）
　　　９：00～16：00
　　　（休憩１時間）
場所▶青森県立弘前高等技術専門校
　　　（弘前市大字緑ヶ丘一丁目９－１）
定員▶10名
受講料▶1,600円
申込締切▶10月25日（水）まで
申込方法▶�FAX・郵送または電話でお

申込みください（申込締切日
必着）。

※�受講申込書は当校ホームページからダ
ウンロードできます。
� 申・問青森県立弘前高等技術専門校
� ［☎0172－32－6805］

アイヌの方々からの様々なご相談をお受けします

　公益財団法人人権教育啓発推進センターでは、アイヌの方々の悩みをお受けする
フリーダイヤルを開設しています。
　嫌がらせ、差別、プライバシー侵害などのご相談もお受けします。相談は無料で、
匿名でも構いません。秘密は厳守しますのでお気軽にご相談ください。
相談専用電話▶☎0120－771－208
受付日▶月～金曜日（祝日、12月29日から翌年１月３日を除く）
受付時間▶９：00～17：00
※�本相談事業は、（公財）人権教育啓発推進センターが、厚生労働省生活相談充実
事業により実施するものです。
� 問公益財団法人　人権教育啓発推進センター［☎03－5777－1802］

詳細は
こちらから

--- 社会福祉法人 音 羽 会 --- 
 

〒038-2712 鰺ヶ沢町大字長平町字甲音羽山 65-412 

介護老人保健施設 ながだい荘（入所・通所）        
☎0173-72-1122 

グループホーム うぐいすの里   ☎0173-72-1314 
 

〒036-8066 弘前市向外瀬字豊田 319-1 

住宅型有料老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅 

シニアシティ弘前         ☎0172-55-5858 

天然温泉、全個室：エアコン・トイレ・洗面台・ミニキッチン 

（ＩＨヒータ）付 

 

ホームページ http://otowakai.or.jp/ 

   
 
 
 
 

スタッフ大募集！ 
( ホ ー ル ・ 厨 房 ) 

 

問い合わせ先 ☎０９０‐４０４１‐５０２１（土屋）まで 
＜會津めん 浜さき＞鰺ヶ沢町舞戸町下富田 55-2 

時  給 900 円～ 
勤務時間 10 時～15 時 
※平日のみ、週末のみの勤務時間もご相談に乗ります!

未経験者歓迎！ 
親切・丁寧に 
指導します

會津めん 浜さき 

詳細は
こちらから
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ご結婚おめでとう！（８月16日～９月15日届出分）

（平　沢　　　蓮　（長平）中　村　　　綾　（長平）

　　妥　協
　妥協というと、目標を諦める、信念を曲げる、と
いうニュアンスがあるためか、一般にあまり良い意
味では使われていない言葉のような気がします。
　しかし、こと法律上の紛争に関しては、どの段階
でいかに妥協するかが非常に重要になってきます。
妥協せずに自分の主張を押し通し続けると、相手方
にも言い分があったりしますから、いつまで経って
も紛争は解決しません。むしろ、妥協が上手な人ほ
ど紛争を案配よく解決でき、それ以前に、そもそも
他人と紛争にならない、とさえいえるでしょう。そ
の意味では、妥協の持つ良い部分を再考してもよい
のかもしれません。
　「さぁ、今日も法テラス鰺ヶ沢通信を書いて疲れ
たので、さっさと仕事は終わらせて、家に帰って
ビールでも」
　やっぱりこれは良くない意味の妥協のような…。�

� 弁護士　伊
い

藤
とう

　雅
まさ

典
のり

法テラス鰺ヶ沢通信 Vol.95

※	下記は、関係者に確認のうえ、了承を得た方のみ
掲載しています。

今月の戸籍の窓

交通事故発生状況（令和５年８月中）
発生件数	 9件（＋	 2）　　死 者 数	 0人（±	 0）
傷 者 数	 9人（＋	 1）　　※カッコ内は前年との比較
《お問合せ》鰺ケ沢警察署交通課（☎72－2151）

鰺ヶ沢町の人口（令和５年８月末現在）
男	4,123人（4,128	－ 5）　　女	4,694人（4,712	－18）
計	8,817人（8,840	－23）　世帯数	4,375（4,374	＋ 1）

※カッコ内は先月との比較

（８月16日～９月15日届出分）

後　藤　榮　一　（81歳）　漁　　師　　町
北　浦　和　子　（86歳）　新　　　　　田
清　野　善　秀　（64歳）　一　ツ　森　町
中　村　章　二　（88歳）　小　　　　　夜
工　藤　永　作　（90歳）　黒　　　　　森
一　戸　ト　シ　（96歳）　中　　村　　町
齊　藤　タ　エ　（91歳）　金　　　　　沢
世　永　フ　ミ　（93歳）　赤　　　　　石
世　永　美榮子　（83歳）　舞　戸　東　町
長　濱　義　典　（84歳）　本 町 二 丁 目
齋　藤　ミヨエ　（93歳）　川　　　　　尻
齋　藤　三保子　（76歳）　舞　戸　本　町
戸　澤　て　つ　（92歳）　小　　　　　夜
戸　沼　哲　子　（76歳）　大　　和　　田
櫛　田　重　治　（85歳）　新　　　　　町
松　山　ナ　ラ　（88歳）　牛　　　　　島
佐　藤　ナツエ　（91歳）　除　　　　　木
大　塚　又次郎　（80歳）　釣　　　　　町

【法テラス鰺ヶ沢法律事務所の概要】
◆所 在 地　〒038-2761
　　　　　　鰺ヶ沢町大字舞戸町字後家屋敷９－４
　　　　　　鰺ヶ沢町総合保健福祉センター内
◆業務時間　月～金　９：00～17：00
　　　　　　（土・日・祝日は休業）
◆電話番号　０５０－３３８３－８３６９
◆業　　務
①法律相談（面談による相談。★事前予約制★）
・有料での法律相談
・ 無料法律相談（収入や預貯金が少ない方。た
だし、刑事事件に関する相談は対象外。）

※ 65歳以上のご高齢の方、障がいや病気で外
出ができない方など、法律事務所へ赴くこと
が困難な場合には、弁護士による出張法律相
談ができる場合があります。お気軽に法テラ
ス鰺ヶ沢法律事務所までお電話ください。

②事件の受任
　訴訟手続代理業務や債務整理代理業務など
～鰺ヶ沢町にお住まいのみなさまへ～
　 弁護士に相談することなのか分からない場合
でもお気軽にお電話ください！！

　お待ちしております。

伊藤弁護士
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肉を満喫！

　９月２日、鯵ヶ沢町商工会（野呂貞一会長）主催の「第９回鰺ヶ沢イカ
のカーテンまつり」が海の駅わんど向い特設会場で開催され、多くの来場
者で賑わいました。まつりでは、来場者が長さ約40ｍの荒縄に生のイカ
を次々と干していき、まるでカーテンのようにイカが並びました。その後、
来場者は程よく水分の飛んだイカの生干しを炭火で焼き、できたてのイカ
焼きを頬張っていました。
　また、町内の認定子ども園や保育園の園児による演舞などが行われたほ
か、田中町町内会による白八幡宮大祭のお囃子や野辺地町駅前組祭典部に
よるのへじ祇園まつりのお囃子が披露され、会場を盛り上げました。（詳
細は18ページ町の歴史回廊をご覧ください。）

イカのカーテンまつりを開催

　９月３日、町は「あじがさわ肉のフェスティバル2023」を海
の駅わんど向い特設会場で開催し、約5,000名が来場しました。
　バーベキューコーナーでは、ご家族連れなどが長谷川自然牧
場の熟成豚や岩手県久慈市の短角牛、秋田県大館市の比内地鶏
などを味わっていました。また、町内事業者などによるグルメ
出店も行われ、多くの来場者が買い求めていました。
　また、ステージイベントでは、ボディメイクコンテスト「筋
肉のフェスティバル」が初めて行われ、声援が飛び交う中、出
場者は様々なポーズをとり、ステージ上で鍛え上げた肉体美を
披露していました。

応援の声が響いた筋肉のフェスティバル ボーカルユニット「ライス
ボール」の特別ステージ　

町内事業者などの肉グルメに並ぶ列があちこちで
見られました　　　　　　　　　　　　　　　　

みんなでイカのカーテン作り

炭火で生干しイカを焼き、あつあつの焼きイカを味わいました

肉のフェスティバル開催

バーベキューを楽しむ来場者
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